
1052

378　　脳梗塞におけるt231－IMP脳sPEcTの異常集

積は何を意味するか？

林田孝平、西村恒彦、今北　哲、起塚裕美、汲田伸一郎、

植原敏勇（国循セン・放診部）

　i231－IMP脳SPECTの早期分布、晩期分布で異常集積を

示した脳梗塞28例（計46回）にて異常集積の発現時期、

推移にっき観察し、臨床的意義を検討した。異常集積は、

早期分布では発症2日目から16日目に、晩期分布では発

症7日目から32日目に認められ、早期分布の異常集積は

16日目以降は消失し、晩期分布の異常集積以後徐々に衰

退していった。早期分布では異常血流（tuxury　perfusi－

on）により、晩期分布では脳血液関門の破壊に伴う血中

123 1－IMPの代謝物質の流入によることが推察された。

i23 1－IMP脳SPECTは、発症後7～16日までに行い、早期

分布あるいは晩期分布における異常集積を観察すること

により、脳梗塞の範囲と共に修復過程を把握できる。

379　　1231．IMPのD／E　Q　－DoT分布イメージ解析

による再分布像の評価について

手島泰明，市川今朝登，後藤政文，野村利治（掲協医大

Rl診断）　落合慈之（猫協医大脳外科）

　われわれは20例の脳血管障害症例（脳硬塞8例，モヤ

モヤ病3例，クモ膜下出血6例，脳出血3例）を対象に
123

HMPのSPECT画像によるearlyとdelayed
imageからD／E　Q　－DOT分布解析Image（delayed／e－

arly）を作成し，脳における再分布及びwash　outの評価

をおこなった。また前回報告したgray－white分離

imageよる再分布評価法との比較検討もおこなった。そ

の結果，early　phaseからdelayed　phaseに至る脳内の血

流分布の変化をD／EQ－DOT　image解析で正確に目で

捉える事が可能となり，更に定量的な評価がおこなえた。

380　b・・1．lnPの脳d，1、，，d醜｝，関す碑就臨

床的検討

佐藤始広、石川滴美、武田　徹、今　結賀、秋貞雅祥

（筑波大学放射練科）、吉澤　卓（同、脳神経外科｝

　t231－IHPの脳delayed画像の意義を明らかにする目的で、

動脈採血法による局所脳血流量測定とwashout　i■age作製

によるvashout　rateの算出を行ない、両者の関係にっい

て検討した。その結果、両者の間には相関係数0．75と比

肴的良好な正の相関が得られたfiこのことから脳のvas－

hout　i●ageしいてはd81aved画像は局所脳血流昔を反映し

た両像であると考えられた。

　またdelayed画像、特にその再分布の現象の意味にっい

て、脳虚血モデル動物を用いてlnpの体内代謝分析とオー

トラジオグラフィによる検討を行っており、その結果に

ついても報告する．
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381　　　1＿123＿IMP脳血流sPEcTにおけ
る再分布像の検討

埼玉医科大学総合医療センター・放射線科　間宮敏雄、

町田喜久雄、本田憲業、瀧島輝雄、高橋　卓、釜野　剛

長谷川典子

　1－123－IMP約3mCiを静注、約15分後に
early　i旧ageを撮像し、4時間後にdalayed　imageを撮

像する。再分布のあった症例につき、その部位にROI

を設定し、　earlyとde｜ayed　imageの各々につき、

countをとりredistribution　amplitudeを計算し、臨床

的予後との関係を検討した。脳血管障害を疑われ25人

を対象にし、そのうち25人中14人56．0％に再分
布像がみられた。redistribution　amplitude（R．A．）を9

0％以上の群と、90～50％、50％以下の3つの群
に分けそれらの予後を検討した。

382　　急性期脳虚血後に認められた1231一川PSPEC↑

上の局所高灌流域に関する検討

中川原譲二、中村順一（中村記念病院　脳神経外科）

高橋正昭、富樫一彦、山岸　仁、佐藤勝保（同　放射線部）

　急性期脳主幹動脈閉塞後の再開通により　1MP　SPECT上

高灌流域を認めた10例を対象として、Early及U’　Delayed

imageの経時的変化と同部の組織障害の程度との関係を

検討した。＜結果＞CT・MRI上高度の出血性梗塞の所見が見

られた5例のEimageでは、高灌流域は低灌流域→灌流欠

損域、D　imageでは不完全再分布が高集積域→欠損域へと

変化した。一方C↑・MR1上脳梗塞巣が軽微であった5例のE

imageでは、高灌流域は低濯流域へと変化したが、D　i　rnage

では経時的にほぼ完全な再分布を認めた。〈結論〉急性期

脳虚血後に認められる局所的高濯流域は、組織障害の程

度から2群に分類可能で、IMPの再分布が経時的にほぽ完

全な症例では組織障害の程度が軽度と考えられた。

383　　　　1・123－IHP　Brain　sPEcT　と　Brain　P－31

nRS（Magnetic　Resonance　Spectroscopy）の比較検討

間島寧興、井手　宏、京増芳則、丹野宗彦、千葉一夫、

山田英夫（都老人医療センター核医学放射線部）、

成瀬昭二（京府医大脳外科）、永島淳一（昭和大放射線

科）、吉越富久夫、大石幸彦（慈恵医大泌尿器科）

　我々は、1－123・IMP　Brain　SPECTの定量的解析方法とし

て、early・delayed　studyにお‘ナる放射能変化率を報告し

ている。しかし、本法による評価が、脳血流または脳組

織のviabilityの状態のいずれかを、または両者を評価し

ているかは定かではない。このため、P－31　MRSを施行し、

脳組織の工勅ギ・代謝系解析による評価と比較検討した。

CVD症例、痴呆症例および正常例に両検査を施行した。　P

・ 31spectru■のATP　peakeの減少領域と放射能変化率低下

領域の一致が観察され、放射能変化串は少なくとも脳組

織のviabilityも反嗅しているものと考えられた。
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